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感
動
再
び
。
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火

　

そ
の
豪
華
さ
、
多
彩
さ
、
そ
し
て
優
美
さ
か
ら
、

訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
観
覧
者
を
魅
了
し
続
け
て
き
た

「
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
」。
経
済
情
勢
の
悪
化
を
受

け
、
昨
年
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

見
事
復
活
を
果
た
し
、
再
開
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

「
美
・
感
動
・
匠
の
舞
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
万
発

を
超
す
様
々
な
花
火
が
、
ふ
く
ろ
い
の
夏
の
夜
空
を

色
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

日
　
８
月
７
日

（土）
（
荒
天
の
場
合
、
８
月
８
日

（日）
。

　

両
日
と
も
荒
天
の
場
合
、
８
月
11
日

（水）
）

時
　
午
後
７
時
～
９
時

所
　
原
野
谷
川
親
水
公
園 

東
側
多
目
的
広
場

大
会
の
特
徴

◎
全
国
花
火
名
人
選
抜
競
技
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
は
、「
全
国
花
火
名
人

選
抜
競
技
大
会
」と
し
て
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
煙
火
芸
術
協
会
に
加
盟
す
る
全
国
選
り
す

ぐ
り
の
花
火
名
人
が
、
そ
の
技
と
名
誉
を
か
け
て

参
加
す
る
た
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
花
火
大

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
豪
華
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成

　
　

前
述
の
全
国
花
火
名
人
選
抜
競
技
コ
ン
ク
ー
ル

の
ほ
か
、
大
玉
百
連
発
豪
華
対
打
や
日
本
一
名
曲

メ
ロ
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ

大
富
士
瀑ば
く
ふ布
、
日
本
一
ジ
ャ
ン
ボ
ス
タ
ー
マ
イ
ン

な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
花
火
を
テ
ン
ポ
よ

く
打
ち
上
げ
。
さ
ら
に
今
年
は
、
ま
ん
が
付
き
ス

タ
ー
マ
イ
ン
や
３
か
所
同
時
ス
タ
ー
マ
イ
ン
も
追

加
さ
れ
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

●
楽
し
く
花
火
を
見
た
後
は

　
　

空
を
見
上
げ
て
幻
想
的
な
花
火
を
楽
し
ん
だ

後
、
地
面
に
目
を
降
ろ
し
て
ご
み
を
見
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
で
は
、
ご
み

の
持
ち
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
花
火
も
マ
ナ
ー
も
日

本
一
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

百
年
に
一
度
と

も
い
わ
れ
る
世
界

同
時
不
況
の
影
響

に
よ
り
、
や
む
な

く
花
火
大
会
を
中

止
し
た
昨
年
。
そ

の
発
表
は
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
市

内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
か
ら
、
開
催
中
止
を
惜
し
む

多
く
の
声
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
支
え
に
、
今
年
は
何
と
し
て

で
も
実
施
す
る
と
の
思
い
の
も
と
、
再
開
に
向
け
た

協
議
を
何
度
も
重
ね
、
無
事
、
花
火
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
開
に
当
た
り
痛
感
し
た
こ
と
は
、
企
業
の
協
力
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
継
続
の
た
め
に
は
、

地
域
の
方
々
や
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

企
業
花
火
か
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
支
援
を
い

た
だ
く
市
民
花
火
と
し
て
、
今
後
も
「
ふ
く
ろ
い
遠

州
の
花
火
」
を
実
施
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

美・感動・匠の舞
ふくろい遠州の花火2010

全国花火名人
選抜競技大会

景
気
悪
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
は
中
止
と
な
っ
た 

「
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
」。
復
活
を
望
む
多
く
の
声
の

も
と
、
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
協
力
に
よ
り
、

今
年
再
び
開
催
さ
れ
ま
す
。

袋
井
市
の
夏
の
風
物
詩
、「
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
」を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
実
行
委
員
会
（
袋
井
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
４
２

−

６
１
５
１

　

商
工
課
観
光
振
興
係　

☎
４
４

−

３
１
５
６

ふくろい遠州の花火
実行委員長 鈴木一夫
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全国花火名人
選抜競技大会 交通規制ふくろい遠州の花火2010 

会場周辺には駐車場はありません。
公共交通機関をご利用ください。

◇当日は、市内外からたくさんの観覧者が予想されます。下図のと
おり交通規制を行いますので、ご協力をお願いいたします。

時　午後7時～9時
所　原野谷川親水公園 東側多目的広場

開催日

８月７日土
荒天8日（日）

※両日とも荒天の
　場合、11日（水）

●規制の重要ポイント
通 行 止 め 15：00～22：00 弁当屋～袋井南中学校南側のコンビニ

歩行者専用道路 15：00～22：00 JR袋井駅～JR愛野駅北側道路

区 域 規 制 9：00～22：00 広岡の一部農業地域（図参照）

問ふくろい遠州の花火実行委員会事務局（袋井商工会議所内）☎42-6151　http://www.fukuroi-cci.or.jp

・交通規制は、警備員などの指示・誘導に従ってください。
・違法駐車や迷惑駐車はやめてください（当日は取り締まりが強化されます）。
・観覧席へのクーラーボックスなどの持ち込みは、最小限にとどめるようご協力ください。

・ごみは必ず持ち帰り、花火もマナーも日本一を目指しましょう。

◇当日は、電話で
開催情報が確認
できます。

☎0180-99-5010

お願い

凡例

交 差 点

車両通行止め（区域規制）

車 両 通 行 止 め

歩 行 者 用 道 路

緊 急 通 行 路

規 制 予 告 道 路



4広報ふくろい 2010　平成22年7月1日

1 

計
画
策
定
の
目
的

　
　

本
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

地
域
で
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
育
つ
こ

と
を
目
的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
17
～
21
年
度

ま
で
の
前
期
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
き
た
各

事
業
の
中
間
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

20
年
度
に
実
施
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
分
析
結
果
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
反
映
さ
せ
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な
確
保
や
質
的
向
上
な

ど
、
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
子
育
て

支
援
施
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

2 

計
画
の
期
間　

　

平
成
22
年
４
月
～
平
成
27
年
３
月

　
　

５
年
を
一
期
と
し
て
策
定
す
る
行
動
計
画
の 

　
「
後
期
計
画
」と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

3 

基
本
理
念

「
地
域
で
支
え
る
夢
あ
る
子
育
て
」

　
　

基
本
理
念
の
も
と
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
教
育
の
各
分
野
が
連
携
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た
支
援

策
を
推
進
し
ま
す
。

4 

施
策
と
実
施
事
業

❶
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
推
進

・
保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消

・
保
育
に
お
け
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
と
支

援
の
充
実

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
地
域
連
携
に
よ
る
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の

充
実

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

❷
母
親
や
乳
児
、
幼
児
な
ど
の
健
康
の
確
保
と

増
進

・
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実

・
母
子
保
健
相
談
・
検
診
・
指
導
の
充
実

・
妊
婦
に
対
す
る
相
談
・
支
援
の
充
実

・
食
育
の
推
進

・
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

❸
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

・
身
近
で
安
全
な

遊
び
場
づ
く
り

の
推
進

・
子
ど
も
や
子
ど

も
連
れ
が
外
出

し
や
す
い
生
活

環
境
の
整
備

❹
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の

教
育
環
境
の
整
備

・
家
庭
と
地
域
の
教
育

力
の
向
上

・
徳
育
の
推
進

・
多
様
な
体
験
活
動
と

地
域
活
動
の
充
実

・
世
代
間
交
流
の
促
進

・
運
動
の
推
進

・
教
育
施
設
の
整
備

❺
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

・
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
し
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
整
備

・
家
庭
や
職
場
な
ど
で
の
男
女
共
同
参
画
意
識

の
醸
成

❻
子
ど
も
の
安
全
の
確
保

・
子
ど
も
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
活
動
の
推
進

・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

❼
特
に
配
慮
を
要
す
る

　

子
ど
も
へ
の
取
り
組
み

・
児
童
虐
待
の
防
止

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実

5 

特
定
事
業
の
目
標
事
業
量（
抜
粋
）

　
　

平
成
26
年
度
ま
で
の
各
特
定
事
業
の
目
標

事
業
量
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

※
現
状
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
も
の

で
す
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

「
後
期
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

地
域
で
支
え
る 

夢
あ
る
子
育
て

内容 現状 目標事業量

通常保育事業 人数 899 1,250

延長保育事業 園数 10 12

休日保育事業 園数 0 1

病児・病後児保育事業 園数 1 2

放課後児童健全育成事業
（対象：小学1～3年生）

人数 505 860

一時保育（預かり）事業 園数 3 6

地域子育て支援拠点事業 箇所数 6 7

市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
の
、「
袋
井
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

『
後
期
計
画
』」
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
本
計
画
を
も
と
に
、
今
後
５
年
間
の

子
育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
す
こ
や
か
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
２
３

−

９
２
３
６

◇
袋
井
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
「
後
期

計
画
」
の
詳
細
は
、
市
役
所
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

次世代育成支援行動計画
「後期計画」冊子（表紙）
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市
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
「
保
育
マ
マ
事

業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
家
族
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

自
宅
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
子
ど
も
を
「
保
育

マ
マ
」
の
自
宅
や
そ
の
ほ
か
適
切
な
場
所
で
保

育
す
る
も
の
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
行
っ
て
い
る
一
時
保
育
で
は
な

く
、
保
育
所
の
よ
う
に
、
毎
日
継
続
し
て
保
育

を
行
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

家
庭
的
な
保
育
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
、
市
が

定
め
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
保
育
士
な
ど
の
資

格
を
持
つ
方
が
、
「
保
育
マ
マ
」
と
し
て
、
最
大

で
３
人
ま
で
の
子
ど
も
を
保
育
し
ま
す
。

　

保
育
者
１
人
に
対
す
る
子
ど
も
の
人
数
が
少

な
い
た
め
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の
状

況
、
興
味
や
関
心
、
体
調
な
ど
に
つ
い
て
個
別

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
保
育
マ
マ
と
し
て
登
録
し
て
い
る
方

は
３
人
で
す
。

　

市
で
は
、
保
育
マ
マ
と
し
て
、
子
ど
も
を
保

育
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
20
歳
～
お
お
む
ね
65
歳
の
方

資
格　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
看
護
師
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
（
資
格
が
な

い
場
合
は
、
保
育
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の

実
務
経
験
と
子
育
て
の
経
験
が
必
要
で
す
）

報
酬　

保
育
す
る
子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
、

市
が
委
託
金
を
支
払
い
ま
す
。

保
育
内
容　

生
後
６
か
月
～
２
歳
児
の
子
ど
も

の
保
育
（
保
育
者
１
人
に
つ
き
、
乳
幼
児
は

３
人
以
内
）

保
育
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
の
間
で
、
原
則
８
時
間

申
込
方
法　

支
所
２
階
す
こ
や
か
子
ど
も
課
に

あ
る
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　

生
後
６
か
月
～
２
歳
児
で
、
家
族
が
就

労
な
ど
の
た
め
に
保
育
で
き
な
い
家
庭
の
子

ど
も

保
育
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
の
間
で
、
原
則
８
時
間

※
８
時
間
を
超
え
る
保
育（
延
長
）は
、
保
育
マ

マ
と
相
談
に
な
り
ま
す
。

保
育
マ
マ
事
業
っ
て

な
に
？

保
育
料　

保
護
者
の
所
得
税
額
や
市
民
税
額
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

支
所
２
階
す
こ
や
か
子
ど
も
課
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
保
育
マ
マ
に

な
り
ま
せ
ん
か

保
育
マ
マ
利
用
児
童
を

募
集
し
て
い
ま
す

2人の子どもを保育ママの自宅で保育

近
年
、
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児

童
数
の
増
加
に
よ
り
、
保
育
所
入
所
の
待

機
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
な
保
育
施
策
と
し
て
、

「
保
育
マ
マ
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

問
す
こ
や
か
子
ど
も
課
子
ど
も
保
育
係

☎
２
３

−

９
２
３
６

ふ
く
ろ
い
の
新
し
い
子
育
て
支
援

「
保
育
マ
マ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

働くお父さん、お母さんのお手伝いができればいいなと思い
保育ママを始めました。お子さんが自分の家にいるような、
のびのびとした雰囲気で過ごせるように努め、私も毎日楽し
く過ごしています。一緒に保育ママをやってみませんか。

初めは、様子が分からず不安でしたが、保育ママとの
信頼関係を築くことができ、子どもを安心して預けら
れるようになりました。また、ちょっとした悩みも、先
輩として相談にのってくれるのがうれしいです。

保育ママから　「私は昼間のお母さん」

利用しているママから　「心強い味方です」

原はま美さん

森岡暁子さん、大紀君

家庭的な雰囲気で保育を行います
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いつまでも元気で
自立した生活を

～介護支援ボランティア活動をしませんか～

袋井市独自の取り組み
「介護支援ボランティア制度」が、

4月から始まりました。
制度の概要をご紹介します。

いきいき長寿課介護保険係
☎44-3152

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
ス
タ
ー
ト

　

６
月
１
日
現
在
で
、
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
27
か
所
の
介
護
施
設

で
１
２
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、施
設
利
用
者
の
話

し
相
手
や
散
歩
の
付
き
添
い
、食
事

の
配
膳
下
膳
、洗
濯
物
の
整
理
、シ
ー

ツ
交
換
、イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い（
演
芸

の
披
露
）な
ど
様
々
で
す
。

　

活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
私
に
も
ま
だ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
が
う
れ
し

い
」、「
施
設
の
入
所
者
や
ス
タ
ッ
フ

か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
」
な
ど
と

い
っ
た
喜
び
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

い
き
い
き

　

４
月
１
日
か
ら
、市
独
自
の
取
り
組

み
で
あ
る「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
活
動

を
続
け
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
を
高

齢
者
同
士
で
支
え
て
い
こ
う
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
が
、

市
の
指
定
を
受
け
た
介
護
施
設
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
年
間
の
合
計
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
交
付
金
が
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

お
よ
そ
１
時
間
の
活
動
で
１
ポ
イ

ン
ト（
１
０
０
円
）取
得
で
き
、
年
間

８
，０
０
０
円
を
上
限
に
支
給
さ
れ

ま
す（
１
日
２
ポ
イ
ン
ト
ま
で
取
得

で
き
ま
す
）。

シーツ交換

手品（演芸）の披露

お茶を出しながら話し相手に

介護支援ボランティアを募集中です
対象　市内在住で65歳以上の方
ポイント対象活動例　施設利用者の話し相手、シーツ交換、

歌・民謡などの指導、イベントの手伝いほか
申込方法　市役所1階いきいき長寿課または、各公民館にある

申込書を記入して、いきいき長寿課へお申し込みください。
◇申し込み後、研修（無料）を受講していただきます。

次回の研修
日時　7月21日(水)　午前10時30分～正午
場所　市役所3階301会議室

いきいき長寿課介護保険係　☎44-3152

　 昨 年 の 夏 ごろ か
ら 、特 別 養 護 老 人
ホーム「 萬 松 の 里 」
で、喫茶のボランティ
アをしています。
　初めは、うまくでき
るか心配でしたが、今では、施設を利用している皆さ
んとの会話を楽しみながら活動しています。
　皆さんも、ボランティア活動を始めませんか。

お話の会の皆さん
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

袋
井
市
総
合
計
画

「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
す

ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

「
袋
井
市
総
合
計
画『
後
期
基
本
計
画
』」を
策
定

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
企
画
係　

☎
４
４

−

３
１
０
５

総
合
計
画
と
後
期
基
本
計
画

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
す
計
画
で
す
。
行
政
運
営
の
総
合

的
な
指
針
で
あ
り
、
市
が
定
め
る
各
種
計
画
の
最

上
位
に
位
置
付
け
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
様
々
な
基
本
目

標
の
実
現
の
た
め
、
５
年
ご
と
に
基
本
計
画
を
定

め
、
各
種
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
の
背
景

　

袋
井
市
で
は
、「
人
も
自
然
も
美
し
く 

活
力
あ

ふ
れ
る 

日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
を
ま
ち
の
将
来

像
と
す
る
現
在
の
総
合
計
画
を
平
成
18
年
度
に
策

定
。
平
成
22
年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
や

市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
、
景
気
変
動
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
次
の
５
年
間
の
指
針
と
な

る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
23
年
４
月
～
平
成
28
年
３
月

行
政
経
営
方
針

　

後
期
基
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の
５

つ
の
経
営
方
針
を
掲
げ
、
各
政
策
の
実
施
に
取
り

組
み
ま
す
。

１ 

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

２ 

農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３ 

広
域
連
携
の
推
進

４ 
経
営
力
の
向
上

５ 
共
に
生
き
る
社
会
の
推
進

各
政
策
と
取
り
組
み

　

ま
ち
の
将
来
像
へ
の
実
現
に
向
け
、
次
の
６
つ

の
政
策
と
29
の
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

①
み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

・
健
康
づ
く
り
の
推
進　

・
地
域
医
療
の
充
実

　

・
健
康
長
寿
の
推
進　

・
障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

・
共
生
社
会
の
確
立　

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

②
み
ん
な
で
備
え
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

・
地
震
対
策
の
推
進  

・
治
水
・
治
山
対
策
の
推
進

　

・
地
域
防
犯
の
推
進　

・
交
通
安
全
の
推
進

　

・
消
防
体
制
の
強
化

③
み
ん
な
で
取
り
組
む
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

・
循
環
型
社
会
の
形
成　

・
快
適
な
衛
生
環
境

の
確
保　

・
川
と
海
の
水
質
改
善

・
浅
羽
海
岸
地
域
の
保
全　

・
憩
い
の
空
間
の

創
出　

・
快
適
な
都
市
空
間
の
創
出

・
交
通
基
盤
の
充
実　

・
安
全
な
水
の
安
定
供
給

④
未
来
を
拓ひ
ら

く
人
づ
く
り 　

・
子
育
て
環
境
の
充
実　

・
心
ゆ
た
か
な
若
者

の
育
成　

・
生
涯
学
習
の
推
進

⑤
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

・
ゆ
た
か
な
農
業
の
振
興　

・
魅
力
あ
る
商
業

の
振
興　

・
活
力
あ
る
工
業
の
振
興

・
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
観
光
の
振
興　

・
就
労
の
支
援

⑥
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

　

・
市
民
活
動
の
支
援　

　

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
支
援

◇
各
政
策
で
は
、
取
り
組
み
ご
と
に
現
状
と
課
題

を
分
析
し
、
取
り
組
み
の
基
本
方
針
や
指
標
を

設
定
し
ま
す
。

◇
詳
し
く
は
、市
役
所
や
公
民
館
な
ど
に
設
置
す
る

「
袋
井
市
総
合
計
画『
後
期
基
本
計
画
』（
素
案
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇「袋井市総合計画『後期基本計画』」について、皆さんのご意見をお聞かせください。
資料閲覧方法　「袋井市総合計画『後期基本計画』（素案）」の詳細は、7月31日(土)まで、市役所2階情報公開コーナー、

支所1階ロビー、月見の里学遊館1階市民サロン、市内各公民館、市ホームページでご覧になれます。
意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の方または、市内の企業・団体
意見提出方法　①件名「総合計画『後期基本計画』（素案）について」②住所③氏名④電話番号⑤意見を記入し、郵送または、

ファクス、Eメールで提出してください（様式は問いません）。直接、企画政策課企画係へ提出することもできます。
※提出は文書でお願いします。電話でのご意見は受け付けていません。また、個別の回答は行いませんので、ご了承

ください。意見を公表する場合、氏名や住所などは公表しません。
意見募集締切　7月31日(土)必着

企画政策課企画係   ☎44-3105   FAX43-2131    kikaku@city.fukuroi.shizuoka.jp   〒437-8666　袋井市役所 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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袋井市
「未来へ贈る 市民の夢プロジェクト」

を募集します
◎恵まれた地域の魅力を次の未来へ
◇青く輝く海原と緑あふれる豊かな大地。私たちは、多く

の人の手によって受け継がれてきた「ふるさとふくろい」
の魅力を、今後も人の和と地域の和で、後世に引き継い
でいきたいと考えています。

◇多くの市民が幸せを実感できるまちを目指し、「未来へ
贈る 市民の夢プロジェクト」として、後世に残るまちづ
くりのアイデアを、市民の皆さんから広く募集します。

◎募集するアイデア
◇募集するアイデアは、平成23年度から平成27年度まで

のおおむね5年間継続して実施する事業とし、次のいず
れかに該当するものとします。

①より良い市民生活の実現につながる事業
②袋井市のさらなる発展につながる事業
③地域の資源が有効に活用される事業
④価値観が共有でき、多くの市民の参加が期待できる事業

◎アイデアの取り扱い
審査と事業化　お寄せいただいたアイデアは、9～10月に

市制施行5周年記念事業推進委員会で審査を行い、11～
12月に市で内容の詳細を検討して、平成23年度からの
事業化を目指します。

　※事業費は、5年間で最大1億円（年間2千万円）程度を想定。
公表（発表）　審査により選定された優れたアイデアの提案

者と事業内容を本紙や市ホームページで発表します。
表彰と謝礼　事業として採択された提案者へは、表彰状を

贈呈するとともに、謝礼を差し上げます。

◎プロジェクトの例
「浅羽海岸防風林再生事業　

グリーンウエーブキャンペーン」
◇松くい虫被害により壊滅的なダメージを受けた浅羽海岸

防風林（松林）の再生を目的に取り組んだ事業です。
◇平成17年度から21年度までの5年間にわたり、浅羽海岸の

東西約5km・約8haの区域に、松くい虫被害に抵抗性を持つ
クロマツ約17,300本を植樹。植樹後も地域やボランティア
による下草刈りなどの管理活動が続けられています。

◇多くの市民やボランティアが参加して取り組んだこの事
業は、新市の一体感を作り上げるとともに、未来を担う
子どもたちへ美しい環境を引き継ぐ新しいまちづくりの
象徴ともなりました。

◇「未来へ贈る 市民の夢プロジェクト」について、皆さんのアイデアをお寄せください。1人何点でも応募できます。
応募資格　市内在住、在勤、在学の方または、市内の企業・団体
応募方法　①件名「未来へ贈る 市民の夢プロジェクトについて」②住所③氏名または、名称④電話番号⑤事業のタイトル⑥事

業内容（事業の目的と概要、提案の特徴やアピールしたい点など）を記入し、郵送または、ファクス、Eメールで提出してく
ださい。様式は問いませんが、文字数は200～800文字程度、用紙はA4サイズを基本とします。直接、市役所4階企画政
策課へ提出することもできます。

応募締切　8月31日(火)必着
企画政策課企画係   ☎44-3105   FAX43-2131    kikaku@city.fukuroi.shizuoka.jp   〒437-8666　袋井市役所 

たくさんのアイデアをお待ちしています

市制施行5周年記念 つなごう輝く未来へ　わがまちふくろい

●応募上の諸注意　
・提出された応募用紙（添付写真や画像データを含む）は、

返却しません。
・施設の設置や購入などの一般的な要望、営利目的とみなさ

れる提案については、審査対象から除外します。
・応募にあたり記載された個人情報は、本提案事業に関する

こと以外には使用しません。

▼みんなで取り組んだ松の植樹
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 オープンキャンパスでリアルな体験をしよう！ 

※管内6病院…袋井市立袋井市民病院・磐田市立総合病院・掛川市立総合病院・市立御前崎総合病院・菊川市立総合病院・公立森町病院

　学生生活を支援するため、希望者に月額3
万円（最長3年）を無利子で貸与。卒業後、管
内6病院(※)に看護師として就職し、3年間勤
務すると奨学金の返還が全額免除されます。

奨学金

　学生の負担を軽減するため、管内6病院(※)
などで行う実習の際に必要となる交通費の
約半額を学校が支給します。

実習時
交通費の
支給

　オープンキャンパスは、皆さんが自分の目や耳でリア
ルに体験できるチャンスです。自分の可能性、将来の夢
など、大切なものをいっぱい見つけに来てください。
　社会人の方も、気軽にご参加ください。

血圧測定の体験在校生との懇談会

　東海アクシス看護専門学校は、中東遠地域の看護師の充足
を目指して、袋井市・磐田市・掛川市・御前崎市・菊川市・森
町の5市1町が共同で設置した公立の看護専門学校です。
　卒業後、すぐに医療現場で活躍できる看護のプロの育成
を目指し、経験豊かな教員と快適な学習環境のもと、管内
6病院(※)などと連携して行う現場での実習を通じて、学生
一人ひとりの可能性を引き出し、看護師への夢の実現を全
力でサポートしています。

合格率　98.3％（合格者58人/59人）　
※平成21年度卒業生実績

◆募集定員・修業年限
学科 定員 修業年限

看護学科 1学年 男女60人 3年

◆学費など必要経費
・入学金　なし　
・授業料　年額10万2,000円
・教材費　約28万円（入学時）
・その他　教育研修費、行事参加費、実習交通費など

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス
7月25日日・8月2日月

時　午前9時30分～正午（受付 午前9時～）
所　東海アクシス看護専門学校（袋井市上田町267-30）
内容　学校概要や平成23年度学生募集の説明、校内見学、模擬授業、

個別相談、在校生との懇談会など
対象　入学を希望する方
申込方法　電話または、ファクス、ホームページ、Eメールで参加希望日、氏名、

居住地（市町村名）、電話番号、学校名（職業）、学年、同伴者数をお知らせください。
申込締切　▽7月25日開催…7月20日(火)　▽8月2日開催…7月26日(月)

東海アクシス看護専門学校総務課　☎43-8111　FAX43-8122　
 axis-ns01@za.tnc.ne.jp　ホームページ http://www4.tokai.or.jp/axis-ns/

東海アクシス看護専門学校ってどんなところ？ 学校独自の奨学金・実習交通費助成制度

学校概要

看護師国家試験合格率

公立だから
学費も
安心だね♪

アクシスで輝く!あなたの夢と情熱!!

◇2次元コード対応の携
帯電話をお持ちの方
は、こちらからもお
申し込みできます。
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日記帳日記帳

　5月31日には、浅羽東幼稚園の園児が梅
ジュースづくりに挑戦しました。
　梅は、園の近くの廣岡まつゑさん（浅羽山
の手）の梅園で前日に収穫させてもらったも
の。へたを取り除き、竹串で穴を開けた梅
を瓶へ入れ、砂糖をたっぷりかけた園児た
ちは、「おいしそう」「早くジュースにならない
かな」と、完成が待ちきれない様子でした。
１か月後の梅ジュースの完成が楽しみです。

　5月22日、浅羽北公民館で、伝統
文化こどもいけばな教室が開かれま
した。日本の伝統文化を子どもたち
に体験してもらう文化庁の委託事業
として、市文化協会浅羽いけばな愛
好会が開催。子どもたちは思い思い
の生け花づくりを楽しみました。

いっぱい取ったよ。ジュースにして飲もう
袋井南幼稚園「梅取り」、浅羽東幼稚園「梅ジュースづくり」梅

列、行進。各分団の団結力競う
消防団 訓練礼式査閲大会・審査会整

　5月30日、市消防団の訓練礼式査閲大会と審査会が行わ
れ、各分団が整列や行進などの行動の機敏さや正確さを競い
合いました。
　各分団長の号令に従い、どの団員も真剣な表情
できびきびとした行動を披露しました。
　結果は次の通りです。
【査閲大会（袋井方面隊）】 優勝  第9分団（山梨地区）
　準優勝　第3分団（愛豊地区）　
　第３位　第5分団（袋井東地区）
【審査会（浅羽方面隊）】 優勝  第4分団（浅羽東地区）
　準優勝　第6分団（東同笠・大野・中新田地区）

一糸乱れぬ美しい行進

集まれーっ！

当地グルメがエコパに集結
Ｂ級グルメスタジアム in エコパご

　5月22日・23日、エコパでB級グルメスタジアムが開催され、
たくさんの来場者でにぎわいました。
　「まだまだあるよ！ご当地味自慢」をテーマに、今年は県内の
ご当地グルメが大集合。袋井市のたまごふわふわはもちろん、

磐田おもろカレーや
浜松餃子、静岡おで
ん、森町の亥のちゃ
んドッグなど、数々の
地元グルメに、訪れた
皆さんは笑顔で舌鼓
を打っていました。今年もたまごふわふわは大人気

ご当地グルメを召し上がれ

　6月9日、袋井南幼稚園の年
長児が梅取りを楽しみました。
　地域の農業者、早川克一さん

（宝野）の梅園で体験させても
らったもので、梅園を訪れた園
児たちは、鈴なりに実を付けた
梅の木を見て大はしゃぎ。「こ
こにいっぱいあるよ」「これ大き
い」など声を上げ、背伸びをし
たり、脚立に乗ったりしながら
手を伸ばして、みんなで合計約
40kgの梅を収穫しました。 梅の実に手をのばす園児たち

梅ジュースづくり
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FUKUROI DIARY

　５月29日、愛野公園野球場で33回目を迎える市内高
校野球定期戦が行われ、袋井高校と袋井商業高校が熱い
戦いを繰り広げました。
　試合は、序盤から袋井高校がリードする形でスター
ト。袋井商業高校も負けじと追い上げを見せるも、袋井
高校打線が中盤から終盤にかけ猛打を重ね、21対5で袋
井商業高校に勝利し、袋井高校が通算成績を20勝11敗1
分としました。
　両校とも7月の全国高校野球選手権大会静岡大会に向け
練習を積み重ね、技術や精神面に磨きをかけていきます。

場で今年も伝統の一戦　
市内高校野球定期戦球

袋井高校側スタンド袋井商業高校側スタンド ホームイン!?

狙えヒット・奪え三振

気に育て　私たちの防風林
浅羽海岸松林 下草刈り活動元

　6月6日、浅羽南地域の松林植樹地で、地域の自治会や市民
ボランティアなど約750人が参加し、クロマツの下草刈り活
動が行われました。
　クロマツは、浅羽海岸防風林の再生を目指して平成18年2
月から始まった市民活動「グリーンウエーブキャンペーン」に 
より植えたもので、現在、約2.5mの高さにまで成長しています。
　参加した皆さんは、クロマツの順調な成長を微笑ましく見
守りながら、約2時間ほどかけ、マツの周囲に生い茂る雑草

を草刈り機やかまできれいに
刈り取りました。

草刈り機が大活躍でした

愛情込めて、ざっくざっく

病院の建設状況 もっと教えて
掛川市・袋井市新病院建設市民説明会新

　6月12日、袋井市と掛川市による新病院建設の進ちょく状
況について、市民の皆さんに理解を深めていただく新病院建
設市民説明会がメロープラザで行われました。
　説明会では、新病院長予定者の名倉英一さんのあいさつの
後、前浜松医科大学長の寺尾俊彦さんの基調講演と新病院建
設事務組合による病院建設の概要説明を実施。質疑応答では、
病院への交通アクセスや建物形状などの質問が寄せられ、原

田英之市長や
松井三郎掛川
市長、事務局
などが、一つひ
とつの質問に
答えました。

質問に答える原田市長

約250人の皆さんが参加しました
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会員数　24人　代表　西尾明葊さん（大谷）☎48-7719
◇見学は自由です。興味のある方は、お越しください。

　創立38年目の三川剣道教室。親子2代に渡って、この教室に通
う子どもたちが増えました。現在は、小学生17人、中学生7人の
メンバーが毎週月・木曜日の午後7時～8時30分に三川小学校の
体育館で活動しています。
　剣道は、「礼に始まり、礼に終わる」といわれ、礼儀を重んじ
るスポーツです。礼儀だけでなく相手を思いやる気持ちも育てる
ことを大切にし、特に、普段の生活での挨拶が身に付けらるよう
心掛けています。
　また、毎年三川剣道教室が主催で行う大会や磐周地区のチーム
が参加する大会などに出場し、練習の成果を確かめています。

●「根性」を信条に心も体もたくましく

グループ紹介グループ紹介グループ紹介グループ紹介 袋井で
活動中

三川剣道教室

三川剣道教室の皆さん

「
焼
き
上
が
っ
た
作
品
が
、
ど
ん
な
具
合

に
、
ど
ん
な
色
に
仕
上
が
っ
て
い
る
か
確

認
す
る
瞬
間
が
一
番
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。」

　

ろ
く
ろ
の
上
で
回
る
土
を
、
な
め
ら
か

な
指
遣
い
で
思
い
思
い
の
形
に
整
え
て
い

く
鈴
木
基
之
さ
ん（
68
歳
）。
高
校
教
師
と

し
て
教
壇
で
化
学
を
教
え
て
い
た
基
之
さ

ん
が
陶
芸
を
習
い
始
め
た
の
は
、
50
歳
の

時
で
す
。

「
あ
と
10
年
で
退
職
だ
か
ら
、
何
か
趣
味

で
も
始
め
よ
う
か
な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
陶
芸
を
習
っ
て
る
同
僚
が

い
た
の
で
、
一
緒
に
教
室
に
つ
い
て
行
っ

た
ん
で
す
。
そ
し
て
入
会
。
毎
週
１
回
、

12
年
く
ら
い
通
っ
た
か
な
。」

　

陶
芸
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
に
す
っ
か
り

引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
基
之
さ
ん
。
好
き

な
陶
芸
を
自
由
な
時
間
で
気
ま
ま
に
楽
し

も
う
と
、
退
職
後
に
は
、
自
宅
の
脇
の
古

い
木
造
小
屋
を
手
直
し
し
た“
陶
芸
工
房
”

に
、
ろ
く
ろ
や
窯
（
小
さ
め
の
電
気
窯
）

も
揃
え
ま
し
た
。
数
々
の
作
品
が
所
狭
し

と
並
ぶ
工
房
の
壁
に

は
、
近
く
に
あ
る
笠

原
幼
稚
園
の
園
児
か

ら
贈
ら
れ
た
お
礼
の

手
紙
や
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
こ
そ
初
め
は
、

一
人
で
ぼ
ち
ぼ
ち

作
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
ね
。
そ
し
た

ら
、
知
り
合
い
か
ら
、

『
笠
原
幼
稚
園
で
毎

年
園
児
が
抹
茶
体
験

を
や
っ
て
い
る
か

ら
、
茶
わ
ん
も
手
作

り
で
作
っ
た
も
の
を
使
っ
て
み
た
ら
ど
う

か
』と
の
話
を
受
け
て
。
そ
れ
で
こ
こ
数

年
、
年
に
一
度
、
園
へ
行
か
せ
て
い
た
だ

い
て
、
園
児
や
保
護
者
の
方
へ
の
陶
芸
体

験（
茶
わ
ん
づ
く
り
）の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

多
く
の
人
に
陶
芸
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。」

　

こ
の
ほ
か
、
公
民
館
の
陶
芸
講
座
の
講

師
を
頼
ま
れ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
の
陶
芸
体
験
を
手
伝
っ
て
い
る
基

之
さ
ん
。
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
の
午
前

中
に
は
、
講
座
を
受
け
て
さ
ら
に
興
味
を

持
っ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、
工
房
で
陶
芸

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
基
之
さ
ん
に
今
後
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
伺
う
と
、

「
小
笠
山
な
ど
地
元
の
土
を
使
っ
て
作
品
を

作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
あ
と
、釉ゆ
う
や
く薬

（※）

に
お
茶
の
葉
の
灰
を
混
ぜ
た
ら
、
ど
ん
な

焼
き
色
に
な
る
の
か
な
、と
か
。」

　

や
り
た
い
こ
と
は
ま
だ
い
っ
ぱ
い
。
陶

芸
へ
の
熱
い
思
い
は
冷
め
や
り
ま
せ
ん
。

形
、
色
、
焼
き
上
が
り

ど
れ
も
が
陶
芸
の
奥
深
さ
で
す

笠
原
の
陶
芸
愛
好
家  

鈴
木
基も
と
ゆ
き之
さ
ん（
東
区
）

陶芸に打ち込む基之さん

（※）釉
ゆうやく

薬…光沢を出し表面を滑らかにするため、陶器の素地にかける薬品。
　　　　木や草を焼いた灰などを水に溶かしたものを用いる。うわぐすり。
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市
政
Ｑ
＆
Ａ

こ
の
格
好
ど
う
で
す
か
？

右
か
ら
兼
子
蕾ら
い
む

ち
ゃ
ん（
４
歳
）・

月ら
い
と

君（
４
歳
）　

村
松
西

まつ君だーいすき！
酒井みとさん（7歳）　村松西

三
川
公
民
館
に
テ
レ
ビ
寄
贈

「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る

公
民
館
に
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
ま
し
た
」

三
川
六
寺（
建
福
寺
、照
雲
寺
、積
雲
院
、

雲
谷
寺
、蔵
泉
寺
、龍
源
院
）

パ
パ
と
お
し
ゃ
べ
り

伊
藤
咲
太
朗
君（
10
か
月
）　

三
沢

従弟同士仲良くしようぜ
右から兼子拓

た く と

大君（１歳）・
兼子月

らいと

君（４歳）　村松西

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
購
入

し
ま
し
た
。
市
か
ら
補
助

金
が
も
ら
え
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
詳

し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。市

で
は
、地
球
温
暖
化
の

防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
、
資
源
の
再
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
を
導
入
す
る
方
に
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
な
ど
の
購
入
も
奨
励
金
交

付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

交
付
対
象
機
器　

ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
（
電
気
自

動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な

ど
。
た
だ
し
、
非
営
利
目
的
で

購
入
し
た
新
車
で
あ
る
こ
と
）

奨
励
金
の
額　

上
限
２
万
円

申
請
方
法　

市
役
所
２
階
環
境
政

策
課
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
認
め
印
と
振
込
先
が
分
か
る

も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

◇
購
入
し
た
年
度
内
に
申
請
が

必
要
で
す
。
予
算
が
な
く
な

り
次
第
、
終
了
で
す
。

◇「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促

進
奨
励
金
」で
は
、
こ
の
ほ
か
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
住
宅
用
風
力
発
電
機
な

ど
の
設
置
に
も
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

◇
詳
し
く
は
、
本
紙
5
月
１
日
号

18
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課
環
境
企
画
係

☎
４
４

−

３
１
３
５

自
宅
に
ハ
チ
の
巣
が
で
き

ま
し
た
。

市
で
撤
去
し
て
も

ら
え
ま
す
か
？

市
で
は
、
自
宅
な
ど
私

有
地
に
で
き
た
ハ
チ
の

巣
の
撤
去
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ハ
チ
の
巣
の
撤
去
や
ハ
チ
の

駆
除
は
、
民
間
の
駆
除
業
者
な

ど
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
駆

除
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課
環
境
衛
生
係

　

☎
４
４

−

３
１
１
５
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

平
成
17
年
度
か
ら
、
接
種
の
勧
め
を
差
し
控
え
て
い
た
日

本
脳
炎
予
防
接
種
。
国
で
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
が

確
認
で
き
た
た
め
、
４
月
か
ら
、
接
種
の
勧
め
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

接
種
を
お
勧
め
す
る
対
象
者
が
限
定
さ
れ
ま
す

  

接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
予
定
量
が
、
定
期
接
種
対
象

者
全
員
（
満
３
歳
以
上
７
歳
半
未
満
）
の
必
要
量
に
満
た
な

い
た
め
、
今
年
度
は
接
種
を
お
勧
め
す
る
対
象
者
を
限
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
予
診
票
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
の
接
種
は
、

現
在
、
接
種
の
機
会
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
、
国
で
検
討
中
で
す
。

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、
国
立
感

染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:// 

id
s
c
.n

ih
.g

o
.jp

/d
is

e
a

s
e

/J
E

n
c

e
p

h
a

litis/in
d

e
x.

h
tm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
政
策
課
健
康
指
導
１
係　

☎
４
２

−

７
２
７
５

　

市
で
は
、
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
園
庭
を
芝
生
化
す
る

「
の
び
の
び
園
庭
グ
リ
ー
ン
事
業
」
を
本
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
高
南
幼
稚
園
、
若
葉
幼
稚
園
、
田
原

幼
稚
園
の
３
園
で
実
施
し
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
、
既
に
芝

生
化
さ
れ
て
い
る
浅
羽
西
幼
稚
園
と
山
梨
幼
稚
園
を
除
く
市

内
15
園
の
園
庭
の
芝
生
化
を
進
め
ま
す
。

高
南
幼
稚
園
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

　

５
月
29
日
、
高
南
幼
稚
園
で
芝
生
苗
の
移
植
作
業
が
行
わ

れ
、
園
児
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
、
園
児
の
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
て
、
約
３
８
０

㎡
の
園
庭
に
50
㎝
ほ
ど
の
間
隔
で
、
芝
生
苗
を
植
え
る
た
め

の
穴（
植
え
穴
）を
掘
り
、
事
前
準
備
を
実
施
。
芝
生
の
移
植

作
業
当
日
は
、
擦
り
切
れ
や
踏
み
つ
け
か
ら
の
回
復
力
が
高

い
と
い
わ
れ
る
「
テ
ィ
フ
ト
ン
芝
」
の
苗
約
１
，６
０
０
ポ
ッ

ト
を
、
手
際
よ
く
約
30
分
ほ
ど
で
植
え
込
み
ま
し
た
。

　

芝
は
、
９
月
中
旬
に
一
面
の
芝
生
に
な
る
見
込
み
で
、
園

児
た
ち
は
、
「
早
く
ふ
か
ふ
か
の

芝
生
で
思
い
っ
き
り
遊
び
た
い

な
」
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

問
教
育
企
画
課
企
画
室　

☎
２
３

−

９
２
４
７

幼
稚
園
・
保
育
所
の
園
庭
を
芝
生
化

「
の
び
の
び
園
庭
グ
リ
ー
ン
事
業
」

芝生での遊びをイメージして描いた園児の絵画

芝生の移植作業

「
男
は
外
で
働
き
、女
は
家
庭
を
守
る
」!?

　
　
　
　
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を

　

皆
さ
ん
は
「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
っ
た
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
度
、
県
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
で

の
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
男
女
の
役
割
の
固
定
的
考
え
を
ど
の
よ
う
に
思
う

か
」
と
い
う
質
問
で
は
、

「
男
女
の
役
割
を
固
定
的

に
考
え
る
こ
と
」
に
つ
い

て
「
反
対
」
や
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
反
対
」
の
割

合
が
、
58
・
５
％
と
過
半

数
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
・
18
年
度

に
行
っ
た
同
様
の
調
査
で

は
、
「
反
対
」
や
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
の

割
合
が
、
平
成
17
年
度
で

37
・
７
％
、
平
成
18
年
度

で
42
・
３
％
と
な
っ
て
お

り
、
役
割
分
担
意
識
が
解

消
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

性
別
に
よ
る
役
割
分
担

意
識
を
な
く
し
、
男
女
が

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

誰
も
が
個
性
を
活
か
し
て

能
力
を
発
揮
し
、
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
振
興
課
市
民
協
働
係　

☎
４
４

−

３
１
０
７

男女の役割の固定的考えをどのように思いますか
わからない 無回答

9.1 1.1

6.7 0.7

7.0 0.3

出展：平成21年度静岡県の男女共同参画に関する県民意識調査

9.0 43.2 24.2 13.5

8.9 41.4 24.2 18.1

6.9 27.3 37.2 21.3

平成17年度

平成18年度

平成21年度

賛成 どちらかといえば賛成 反対どちらかといえば反対

平
成
22
年
度
の
対
象
者

対
象
　
次
の
①
ま
た
は
、
②
に
当
て
は
ま
り
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
１
期
予
防
接
種
が
未
接
種
の
方

①
平
成
19
年
４
月
１
日
生
～
平
成
20
年
２
月
28
日
生

②
平
成
18
年
４
月
１
日
生
～
平
成
19
年
３
月
31
日
生

※
た
だ
し
、
右
の
対
象
以
外
の
方
で
、
特
に
接
種
を
希
望

す
る
場
合
、
７
歳
半
未
満
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
無
料

で
接
種
で
き
ま
す
。

　

受
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
、
袋
井
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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日　7月30日(金)
時　午後1時30分〜

3時
所　中央公民館

大ホール
演題　「ことばはプレ

ゼント」〜サザエさん一家は幸福み
つけの達人ぞろい〜

講師　増岡弘さん（声優・マスオさ
んの声担当）

定員　500人（先着順）
◇入場無料です。直接会場にお越し

ください。
◇駐車場が不足する場合がありま

す。相乗りでお越しいただくか公
共交通機関をご利用ください。
しあわせ推進課社会福祉係
☎44-3119

●人権文化創造講演会

◇小学3年生の主人公大
た い し

志が離れて暮
らす母に会うため、愛犬のアンと共に
自転車で500kmもある小豆島を目指
して旅立つ、家族の信頼ときずなの
再生を描いた愛と感動の物語です。

日　7月25日(日)
時　開場午前9時30分

上映午前10時
所　メロープラザ
（袋井市浅名1027）
入場料　無料
定員　約500人（先着順）
駐車場　メロープラザ、支所駐車場
◇申し込みは不要です。直接会場にお

越しください。
◇駐車場が不足する場合があります。

相乗でお越しいただくか公共交通機
関をご利用ください。
生涯学習課生涯学習係　☎23-9268

●青少年健全育成映画上映会
「ぼくとママの黄色い自転車」

催　し

講座・募集

日　8月2日(月)　雨天中止
時　午後7時〜9時
所　中遠クリーンセンター
対象　市内在住の小学生以上の児童・

生徒とその保護者
定員　20組（先着順。1家族1組でお申

し込みください）
申込方法　電話または、ファクス、Ｅ

メールで参加する全員の住所、氏
名、性別、電話番号、児童・生徒の
学校名・学年をお申し込みください。

申込期間　7月14日(水)〜26日(月)
市民環境ネットふくろい事務局

（環境政策課環境企画係内）
☎44-3135　FAX44-3179

kankyou@city.fukuroi.shizuoka.jp

●夏の全国星空継続観察会
～夏の星空観察～  【無料】

◇小・中学生や高校生、一般、マスター
ズなど800人以上のアスリートが記
録への挑戦をします。

◇是非、観覧にお越しください。
日　8月1日(日)　雨天決行　
時　競技開始午前8時40分
所　エコパスタジアム、投てき練習場
種目　50ｍ、100ｍ、200ｍ、400ｍ、

800ｍ、1500ｍ、3000ｍ、400ｍリ
レー、立幅跳、走幅跳、三段跳、砲
丸投、円盤投、やり投
市スポーツ協会　☎42-1920

●市陸上競技大会
兼袋井マスターズ選手権大会

日　①7月18日(日)②8月8日(日)
時　午前9時30分〜11時30分
所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
内容　親子で色塗りに挑戦し、親子の

コミュニケーションを図ります。
①・②とも同じ講座内容です。

対象　市内在住の親子（子どもは、色
鉛筆が使えること）

定員　20組（先着順）
受講料　700円/人（材料費含む）

当日お支払いください。
持ち物　筆記用具、12色以上の色鉛

筆（できれば1人1セット）
申込方法　開催日の3日前までに電話

または、ファクスで参加する親子の
住所、氏名、年齢、電話番号をお申
し込みください。

市協働まちづくりセンター「ふらっと」
☎・FAX43-6315（電話は、▽月～土
曜日…午前9時30分～午後2時　
▽日曜日…午前9時30分～正午）

●「ふらっと」街かど講座
親子で体験～色彩心理～

◇夏休みを利用して、親子で市内の施
設を見学してみませんか。

日　8月2日(月)
時　午前8時50分〜午後4時 （集合午

前8時50分、出発午前9時）
集合場所　市役所1階市民ロビー
コース　市役所〜袋井消防署〜中遠ク

リーンセンター〜メロープラザ（昼
食・見学）〜大塚製薬株式会社〜市
役所

対象　市内在住の小・中学生の親子
定員　35人（申し込み多数の場合は

抽選）
参加料　無料
申込方法　電話または、ファクスで参

加を希望する方の住所、氏名、電話
番号をお申し込みください。

申込締切　7月20日(火)
持ち物　昼食、水筒、筆記用具など

秘書広報課広報広聴係　
☎44-3104　FAX44-3150

●みんなで行こう！
親子公共施設めぐり

増岡弘さん

新しく生まれ変わるJR袋井駅について意見交換会を行います
日　7月下旬〜8月　※申込者の予定に合わせて2回程度の開催を予定しています。
対象　市内在住、在勤、在学の16〜22歳の方（高校生、大学生を含む）
申込方法　7月23日(金)までに電話または、ファクス、Ｅメールで住所、氏名、年

齢、電話番号、Ｅメールアドレスをお申し込みください。
都市計画課まちづくり整備室　☎44-3163　FAX44-3145
toshikei@city.fukuroi.shizuoka.jp
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はEメールは問い合わせ先 は申し込み先

日時　▽午前コース…7月28日(水)・
29日(木)　午前9時〜11時30分
▽午後コース…7月29日(木)・30日
(金)　午後1時30分〜4時
各コース全2回　

場所　浅羽体育センター2階会議室
内容　マシンを使ったトレーニングや

50ｍ走の測定
対象　市内小学生5・6年生で、2日間

とも参加できる方
定員　各コース8人

（申し込み多数の
場合は抽選）

受講料　無料
持ち物　タオル、運動靴（屋外用と室

内用の両方）、飲み物
申込方法　電話で住所、氏名、年齢、

電話番号、コースをお申し込みくだ
さい。

申込期間　7月12日(月)〜16日(金)
午前9時〜午後5時

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●スプリントマシン教室 ◇県西部地域の大学生と市民が一緒に
受講できる大学の授業です。

日　10月9日(土)・16日(土)・30(土)、
11月13日(土)・27日(土)、12月4日
(土)・11日(土)・18日(土)　全8回

時　午前9時30分〜午後0時40分
所　静岡文化芸術大学（浜松市中区中

央2丁目1-1）
テーマ　人間と環境〜共創社会のあり方〜
内容　各大学講師陣による講義（「環

境問題と地域経済」「高齢化と脳の
適応性」など）

定員　100人（申し込み多数の場合は
抽選）

受講料　▽科目等履修生（単位認定あ
り）…22,000円　▽聴講生（単位
認定なし）…8,000円

申込方法　支所2階生涯学習課また
は、県西部地域の各大学にある申込
用紙（募集要項）に必要事項を記入
して、お申し込みください。

申込締切　7月16日(金)
生涯学習課生涯学習係 ☎23-9268

静岡大学工学部教務係
 　☎053-478-1006　

〒432-8561 浜松市中区城北3-5-1

●西部高等教育ネットワー
ク会議「共同授業」

◇袋井市と旧長野県楢川村の子ども
たちが交流します。

日時　8月2日(月)午前11時30分〜3
日(火)午後1時ころ　1泊2日（可睡斎
宿泊）

場所　袋井市内
内容　砂の造形大会、エコパスタジ

アム見学、抹茶体験、茶手揉み体
験、座禅、レクリエーションなど

対象　市内の小学4〜6年生
定員　20人（先着順）
参加料　1,000円（参加者ガイダンス

の際にお持ちください）
申込開始　7月15日(木)午前8時30分
申込方法　電話で住所、氏名、学校名、

学年、性別、電話番号、保護者の氏名
をお申し込みください。

【参加者ガイダンス】
日　7月24日(土)　
時　午後1時30分〜午後3時（予定）
所　メロープラザ1階第1会議室

どまん中交流実行委員会（生涯学
習課生涯学習係内）　☎23-9268

●「どまん中交流」を
行います

平成23年4月採用　
袋井市民病院の職員を募集します
●募集内容

職種 採用予定人数 受験資格
助産師
保健師
看護師

約30人
昭和45年4月2日以降に生まれ、助産師、保健師また
は、看護師免許がある方（平成22年度中に国家試験を
受ける方を含む）※看護師免許は必須

●試験日・試験種目
試験日 所 試験種目

8月7日(土) 市民病院 面接試験、筆記試験（小論文）

7月1日(木)〜31日(土) 午前8時15分〜午後5時（土・日曜日、祝日は除
く）※郵送などの場合は、7月31日(土)消印有効

受付期間

①市民病院管理課総務経営係で交付します。②郵送を希望する方
は、電話または、ファクスで郵便番号、住所、氏名、電話番号をお知らせくだ
さい。③市民病院ホームページ(ht tp://www.fukuro i-
hospital.jp/)から印刷して使用することもできます。

申込用紙の請求

申込用紙に必要書類を添えて、市民病院管理課総務経
営係へ持参または、郵送してください。

市民病院管理課総務経営係　☎43-2511（代表）　FAX43-5576
〒437-0061   袋井市久能2515-1

申込方法

作品テーマ　健康に関するもの
応募資格　市内在住、在勤、在学の方
応募方法　各公民館、市役所2階健康

づくり政策課、市文化協会事務局に
ある応募用紙または、はがきに住
所、氏名、電話番号、作品を記入し
て、ファクスまたは、郵送でご応募
ください（応募は1人1点、本人作品
で未発表のものに限ります）。

応募締切　8月31日(火)消印有効
賞　すまいる賞1点、健康賞2点、特

選1点、優秀3点、佳作15点
◇応募後の著作権は、市と市文化協会

に帰属します。
市文化協会事務局　

☎・FAX43-2273　
〒437-0023　袋井市高尾783-4
健康づくり政策課健康企画室
☎44-3138

●健康川柳を募集します
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平成23年4月採用 
袋井市職員・袋井市森町広域行政組合消防職員を募集します
●募集内容

職種 採用予定人数 受験資格

一般事務員

若干人

【大学卒業程度】昭和60年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた方
【短大卒業程度】昭和63年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた方
【高校卒業程度】平成2年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた方

土木技術員

土木科目を専攻し、次のいずれかに当てはまる方
【大学卒業程度】昭和57年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた方
【短大卒業程度】昭和60年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた方
【高校卒業程度】昭和62年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた方

機械技術員 【大学卒業程度】昭和57年4月2日から平成元年4月1日までに生まれ、機械工学を専攻した方

保健師
昭和50年4月2日以降に生まれ、保健師免許を取得した方または、平成23年3月31日までに保
健師免許取得の見込みがある方

保育士
幼稚園教員

①�昭和41年4月2日から昭和45年4月1日までに生まれ、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得
し、幼稚園または、保育所で5年以上の勤務経験がある方

②�昭和59年4月2日以降に生まれ、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得した方または、平成23
年3月31日までにこれらの免許、資格取得の見込みがある方

※幼稚園教諭免許と保育士資格の両方が必要です。

消防職員 �昭和61年4月2日以降に生まれ、高校卒業程度の学歴がある方

◇上記の募集以外に身体に障害がある方を対象に職員を募集します

職種 採用予定人数 受験資格

一般事務員 若干人

次のすべてに当てはまる方
①昭和50年4月2日以降に生まれ、高校卒業程度以上の学歴がある方
②身体障害者手帳を持っている方
③自力で通勤ができ、介護者を要せず職務が遂行できる方
④活字印刷文による採用試験に対応できる方

●試験日・試験種目　※応募人数により、会場を変更する場合があります

試験 試験日 場所 職種 試験種目

第1次試験

8月21日(土)
総合センター

保育士
幼稚園教員

実技試験(保育、教育に必要な実践的技術)

袋井消防署 消防職員 面接試験、体力検査

8月22日(日)
総合センター
市役所

保健師以外

教養試験、一般性格診断検査、専門試験（一般事務員大
卒、土木技術員大卒、機械技術員、保育士・幼稚園教員）
※保育士・幼稚園教員の受験資格①に当てはまる方
は、論文試験と一般性格診断検査を行います。

※消防職員は教養試験、一般性格診断検査を行います。
9月19日(日) 市役所 保健師 教養試験、一般性格診断検査、専門試験

第2次試験 9月25日(土)・26日(日) 市役所 消防職員以外 面接試験

第3次試験 10月中旬 市役所 全職種 面接試験

7月1日(木)〜30日(金) 午前8時30分〜午後5時15分（土・日曜日、祝日は除く）
　※郵送などの場合は、7月30日(金)必着
受付期間

①市役所4階総務課人事研修係で交付します。②郵便で請求する場合は、ご自分の住所、氏名、希望職種
を記入した返信用封筒(Ａ4号）に120円切手をはり、同封してください。③市ホームページ（http://www.city.
fukuroi.shizuoka.jp/）から印刷して使用することもできます。

申込用紙の請求

7月30日(金)までに申込用紙に必要書類を添えて、市役所4階総務課人事研修係へ持参または、郵送などにより
提出してください。

◇詳しくは、お問い合わせください。
総務課人事研修係　☎44-3101　〒437-8666   袋井市役所

申込方法
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はEメールは問い合わせ先 は申し込み先

お知らせ

◇保健師や看護師などが一人暮らし
の高齢者のお宅を訪問し、健康に
関する相談などに応じます。

日　7月中旬〜平成23年3月
対象　市内在住の75歳以上（4月１日

現在）で、一人暮らしの方（老人ホー
ムや施設に入所している方は除く）

内容　血圧測定などの健康チェッ
ク、健康や生活に関する相談

◇申し込みは不要で
す。訪問日が近く
なったら、通知を
郵送します。
いきいき長寿課長寿福祉係
☎44-3121

●一人暮らし高齢者の方へ
訪問事業がはじまります

遊ぶときの注意
①子どもだけで遊ば

ないで、大人と一緒
に遊びましょう。

②注意書きや使用方法をよく読んで、
やけどなどのけがや事故が起きない
よう注意しましょう。

③周りに家や燃えるものがない広い場
所で遊びましょう。

④風の強い時は、花火をするのはやめ
ましょう。

⑤水を入れたバケツを必ず用意して、
残り火を完全に消しましょう。

⑥きちんと後片付けをしましょう。
袋井消防署　☎44-5119
浅羽分署　☎23-0119

●花火はルールを守って
楽しく遊びましょう

◇社会的ひきこもりとは、様々な要因
によって社会参加できないことが続
いている状態です

◇社会的ひきこもりに対する理解を深
め、かかわり方を学びましょう。

日　7月21日(水)、9月15日(水)
時　午前9時30分〜正午
所　中遠総合庁舎2階相談室（磐田市

見付3599-4）
内容　県精神保健福

祉センターや西部
健康福祉センター
の職員による相談

対象　16〜29歳の社会的ひきこもり
状態の方の家族（両親など）

費用　無料
申込方法　事前に電話で住所、氏名、

電話番号をお申し込みください。
県西部健康福祉センター障害福祉課

☎37-2252

●社会的ひきこもり
家族相談 

◇7月11日(日)〜20日(火)は、「夏の
交通安全県民運動」期間です。

＜今回の重点目標＞
◇子どもと高齢者の交通事故防止
◇自転車の安全利用の推進
◇飲酒運転の根絶
◇実践しよう！わが身を守る「防衛運転」

●夏の交通安全県民運動が
始まります

自治会別無事故無違反
コンクール実施中です

期間　1月1日〜12月31日
◇地域で交通安全に心掛け、悲惨

な交通事故を減らしましょう。

相　談
◇永年の花いっぱい運動への取り組

みが認められ、県花の会連合会か
ら、功労表彰を受けました。おめ
でとうございます。

＜一家一年一木一花運動功労賞＞
横井榮子さん（上町）
堀之内昭子さん（見取）
維持管理課公園緑地係
☎44-3165

●県花の会連合会から
表彰されました

◇情報公開制度は、市の仕事や仕組み
を知っていただくため、市民の皆さ
んからの請求に基づいて市が持って
いる公文書を公開する制度です。

＜平成21年度利用状況＞
利用状況　▽請求人数…17人　
　▽請求件数…634件
主な請求内容　工事設計図書や入札

（契約）関係書類など
決定内容
公開・非公開などの結果 件数

内容

公開 501件
部分公開 122件
非公開 0件
却下 8件
請求取り下げ 3件

合計 634件
不服申し立ての状況 0件

※部分公開・非公開は、個人情報の保
護などのため。却下は、公文書が存
在しないなどのため。

◇公文書を閲覧したい時や写しの交付
を受けたい時は、市役所4階総務課
へお問い合わせください。
総務課行政係　☎44-3100

●平成21年度の
情報公開制度利用状況

日程
日 所

7月16日（金） 浅羽南公民館
21日（水） 袋井東公民館
22日（木） 浅羽西公民館
23日（金） 浅羽東公民館
26日（月）明和第二保育園（午後は休み）
27日（火）笠原公民館（午後は休み）
28日（水） 三川公民館
29日（木） 高南公民館
30日（金） 浅羽南公民館

◇19日(月)海の日・20
日(火)は、休み。

時　午前10時〜午後4時
対象　0歳〜就学前のお

子さんとその保護者
費用　無料

子育てサポートキャラバン「くるクル」
　☎090-1565-3487

●子育てサポートキャラバン
「くるクル」が巡回中です

地域振興課市民安全係
☎44-3125
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編 集 後 記
消防団訓練礼式査閲大会を取材しまし
た●消防団員の皆さんのきびきびとし
た動きやチームワークの良さに感激す
るとともに、普段の生活で見せる表情と
はまた違う、ひきしまった表情に驚きま
した●こうした動きを間近で見ると、更
に安心して生活できますね●ビデオ撮
影していた皆さん、私が映像に写り、邪
魔をしてしまい、ごめんなさい。     「山」

◇18歳未満のお子さんのいる家庭に、新
しいカードを5月末に郵送しました。

◇18歳未満のお子さんのいる家庭や
母子手帳をお持ちの方で、まだ新し
いカードがない方は、配布場所でお
受け取りください（郵送も可能）。

配布場所　支所2階すこやか子ども
課、市役所1階市民課、袋井保健セ
ンター、浅羽保健センター
すこやか子ども課子育て支援係
☎23-9236

●しずおか子育て優待カードを
郵送しました

児童扶養手当の支給対象者が拡大
父子家庭も対象になります

◇母子家庭を支給対象としていた児童扶養手当が、平成22年8月分
から、父子家庭も支給対象となります（所得制限があるため、手
当が支給されない場合もあります。事前にご相談ください）。

対象　次の①〜⑥のいずれかに当てはまる18歳まで（一定程度の障害を有する場合
は20歳まで）の児童を扶養している父子家庭で所得が一定額までの方

　①父母が婚姻を解消した児童②母が死亡した児童③母が重度の障害を持つ児童
　④母の生死が明らかでない児童⑤婚姻によらないで生まれた児童⑥そのほか特別

な事情がある児童
申請時期と支給開始月
①平成22年11月30日(火)までに申請した場合は、次のとおり支給されます。

▽平成22年7月31日までに父子家庭となった世帯…平成22年8月分手当から支給
▽平成22年8月1日～11月30日に父子家庭となった世帯…父子家庭になった日

の翌月分手当から支給
②平成22年11月30日(火)以降に申請した場合は、申請日の翌月分手当から支給します。

支給額（月額）　▽子ども1人…41,720円（所得により一部支給の場合は、41,710
円〜9,850円）　▽子ども2人…5,000円を加算　▽子ども3人以上…3人目から1
人につき3,000円を加算

支払時期　4月、8月、12月
持ち物　①印鑑②支払金融機関の通帳またはキャッシュカード（ゆうちょ銀行は振

込情報の記載された通帳）③申請者と対象児童の戸籍謄本④年金手帳⑤平成22年
度所得・課税証明書（平成22年1月2日以降の転入者）⑥そのほか必要書類

※外国人の方は、上記①〜⑥のほかに、次の⑦〜⑨が必要です。⑦未婚・離婚証明書
（原本とその日本語訳）⑧パスポート⑨外国人登録証明書

しあわせ推進課社会福祉係　☎44-3184　市民サービス課市民サービス係　☎23-9213

◇母子家庭自立支援給付金事業は、母子家庭のお母さんの就業をより効果的に促
進するために行われているものです。

◇気軽にご相談ください。

事業名 支給対象者 内容 支給額

自立支
援教育
訓練給
付金

次の①～③すべてに当てはまる方
①児童扶養手当支給水準の所得の方
②事前相談で必要が認められた方
③雇用保険制度の給付対象外の方

職業能力開発の
ための講座を受
講した場合、受講
料の一部を支給

・対象講座受講料
の2割相当額
上限100,000円�
下限004,000円

高等技
能訓練
促進費

次の①～③すべてに当てはまる方
①児童扶養手当支給水準の所得の方
②事前相談で必要が認められた方
③看護師、介護福祉士、保育士、理
学療法士、作業療法士などの資格
を取得しようとしている方

介護福祉士など
の資格を取得す
るために2年以
上修業（通学）す
る場合、生活費の
負担を軽減する
ために支給

・修業期間に相当
する期間の生活
費(※1)
・修業終了後に入
学支援終了一時
金（平成20年4
月入学者から）
(※2)

(※1)▽市民税非課税世帯…141,000円/月　▽市民税課税世帯…70,500円/月
　ただし、平成24年4月以前に入学した方
(※2)▽市民税非課税世帯…50,000円　▽市民税課税世帯…25,000円

しあわせ推進課社会福祉係（子ども担当）　☎44-3184
市民サービス課市民サービス係　☎23-9213

●母子家庭自立支援給付金事業

◇NPO法人静岡県災害支援隊では、ご
みの再利用や減量を推進し、再利用
で得た収益を地域の文化振興活動や
防災事業に活用するため、「古紙・古
布回収ボックス」を設置しました。

設置場所　月見の里学遊館臨時駐車場

日時　毎日　午前8時30分〜午後5時
※月4回程度専門業者が回収

回収物品　①新聞紙②段ボール③雑
誌・雑紙④古布

◇①〜③は、種類ごとに分別し、白色の
紙ひもでしばってください。④は、布
で包むか紙ひもでしばってください。
NPO法人静岡県災害支援隊
☎49-1010

●古紙・古布回収ボックスを
ご利用ください

周南中

磐周医師会館
パティオ
ジャスコ

山名公民館
JA山梨支店

至浜松 至掛川

至JR袋井駅

至森町

太田川

国道1号

東名高速道路

袋井I.C

堀越I.C

N ボックス
設置場所

月見の里
学遊館



アーモンドのホワイトプリン
暑い時期、デザートにぴったり

●作り方　
①カップに分量の水を入れて粉ゼラチンをふり入れ、
ふやかしておく。

②鍋に牛乳とAを入れ、弱火で煮立ててから1分弱
加熱し、混ぜ合わせる。①のゼラチンを加えて煮
溶かし、火を止め、生クリームを加える。

③ボウルに氷水を用意し②の鍋底を冷やし、とろみが
つくまでかき混ぜて粗

あらねつ

熱を取った後、器に注いで冷蔵庫で冷やし固める。
※好みで、ミントを飾る。

水… ………………… 　大さじ2
粉ゼラチン…… ……………　5g
牛乳…… ………………… 　200㎖
生クリーム…… ……… 　100㎖
グラニュー糖…… … …20g
アーモンドパウダー………………15g

（ミント……… ………… ……適量）

●栄養価（1人分）   エネルギー181kcal/たんぱく質4.9ｇ/脂質12.5ｇ/カルシウム71mg/鉄0.2mg/食物繊維0.4g/塩分0.2ｇ
●薬膳まめ知識　アーモンドには、肺をうるおしてせきを鎮めたり、大腸の乾燥をやわらげてお通じを良くする働きがあります。

●材料（4人分）

『毎月19日は、食育の日』
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静
岡

県
袋

井
市

新
屋

一
丁

目
１

番
地

の
１

袋井市の木・花・鳥（平成22年5月16日制定）
市の木：キンモクセイ

庭木として多くの家庭などに植え
られ、広く親しまれています。秋に
はオレンジ色の花が咲き、甘い香り
が漂います。

市の花：コスモス

秋になると、市内各地で彩り豊か
なコスモス畑が見られます。可憐
で美しく親しみやすい花です。

市の鳥：フクロウ
鎌倉時代の遺塵和歌集の中でも「袋井」
に掛けて詠まれるなど、歴史的な関わ
りが深く、市名と語感的にも類似して
いることから親しみを感じる鳥です。

広
報

ふ
く

ろ
い

7月
1日

号
の

印
刷

費
は

、1部
約

15円
で

す
。 ■市民の動き（平成22年6月1日現在）　

人口／86,880人（前月比+28人）　世帯数／30,916世帯（前月比+31）

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
、

世
界
中
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
熱
狂
し
て
い
る
。

８
年
前
に
は
、
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
１
次

リ
ー
グ
２
試
合
、
準
々
決
勝
が
行
わ
れ
、
袋
井

市
民
も
熱
狂
の
中
に
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
市
内
の
４
中
学
校
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
援
す
る
国
を
決
め
、
色
々
な
ス
タ
イ

ル
で
精
一
杯
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
大
会
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
。
当
時
の
中
学
生
も
今
や
20

歳
を
越
え
、
立
派
な
青
年
に
な
っ
て
各
所

で
今
回
の
大
会
を
見
な
が
ら
、
あ
の
時
の

感
激
を
思
い
出
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　

先
日
、
国
家
公
務
員
一
種
の
新
任
研
修

の
講
師
を
務
め
た
。
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど

が
、
こ
の
春
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り

の
新
人
で
、
こ
れ
か
ら
国
の
職
員
と
し
て

責
任
あ
る
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
へ
の
強

い
意
気
込
み
が
感
じ
取
れ
、
質
問
も
時

間
が
不
足
す
る
ほ
ど
多
く
出
て
、
充
実
し
た
講

義
が
で
き
た
。

　

そ
の
会
場
へ
向
か
う
途
中
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
で

白
い
杖
を
持
っ
た
目
の
不
自
由
な
方
が
雑
踏
に

苦
慮
し
な
が
ら
階
段
を
登
り
か
け
た
時
、
若
い

女
性
が
近
づ
き
、
横
に
並
ん
で
一
緒
に
歩
を
進
め

て
い
く
姿
に
接
し
た
。
ご
く
自
然
に
何
の
て
ら

い
も
な
く
、
や
さ
し
さ
が
表
現
で
き
る
こ
と
に

感
心
し
た
。

　

一
方
で
、
近
年
は
大
学
生
の
海
外
留
学
希
望
者

が
減
り
、
飛
行
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
所
で
は
、

国
際
線
へ
の
希
望
者
が
少
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
両
方
と
も
に
、
国
内
に

い
る
方
が
楽
で
あ
り
、
あ
え
て
困
難
に
挑
戦
し

た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

若
者
の
特
権
は
、「
感
激
」
と
「
意
気

込
み
」と「
献
身
的
な
や
さ
し
さ
」で
あ
り
、

「
挑
戦
」
で
あ
る
と
思
う
。

　

幕
末
の
坂
本
龍
馬
も
時
代
へ
挑
戦
し
、

野
球
の
イ
チ
ロ
ー
や
松
井
秀
喜
は
大
リ
ー

グ
に
挑
み
、
日
本
の
企
業
も
生
産
拠
点
を

次
々
に
海
外
へ
移
し
て
い
る
。

　

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
若
者
が
現

状
に
満
足
し
な
い
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

新
た
な
可
能
性
を
求
め
て
挑
戦
し
て
き

た
こ
と
が
世
の
中
に
活
力
を
生
み
、
そ
れ
が
進

歩
や
発
展
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　

今
の
日
本
に
と
っ
て
、
仮
に
失
敗
し
て
も
再

び
や
り
直
せ
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
の
構
築

と
と
も
に
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
く
若
者
の

存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

「挑戦こそ
若者の特権」

　

６
月
12
日
、
同
笠
海
岸
で
、「
親
子

ス
ポ
ー
ツ
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
砂
浜
で
遊
ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
た
こ
の
日
は
、
幼
稚
園
か
ら
小

学
２
年
生
ま
で
の
親
子
63
組
が
参

加
。
よ
く
晴
れ
た
青
空
の
も
と
、
さ

わ
や
か
な
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、
砂

浜
で
の
宝
探
し
や
、
手
つ
な
ぎ
リ

レ
ー
な
ど
に
挑
戦
。
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
た
。

　

運
動
の
後
は
、
夏
を
先
取
り
、
砂

浜
で
、
参
加
者
全
員
が
大
き
な
砂
山

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。


